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研究成果の概要： 

 
本研究の研究成果として、産業レベルのライフサイクルの中で、有効な SCM戦略の枠組みを構
築した。研究成果としては、国内外で 2 回の学会発表を行い、そして 3本の学術論文（国内雑
誌）と 1 冊の著書（海外）を執筆・刊行された。 
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研究分野：商学 
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１．研究開始当初の背景 
 
ライフサイクルに関する研究においても

個別製品あるいは特定の製品シリーズなど
比較的短期間の研究が主流となっている中
で、産業レベルで技術革新や生産拠点立地の
問題が軽視される傾向があった。 
 
２．研究の目的 
 
技術革新や立地を踏まえた産業レベルの

ライフサイクルを分析し、有効な SCM戦略を
提唱することを目的とする。 
 

３．研究の方法 
 
既存研究を通して枠組みを産業レベルの

枠組みを整理し、ステージ分類を行い、ステ
ージごとに技術・市場・生産拠点立地の動向
を分析した。それを VTRの事例で当てはまり
具合を検証した。 
 
４．研究成果 
 
 ライフサイクルの大半は日本企業によっ
て独占的に開発・生産されてきた VTRは終焉
を迎えつつあるので、技術革新や立地を踏ま
えた産業レベルのライフサイクルの枠組み
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を例証するのに適していた。 
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